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九州地域における宇宙開発促進に関する要望 

九州航空宇宙開発推進協議会 
 

我が国の宇宙基本計画では、コロナ禍での危機に直面する社会において、     
人々に希望を与える宇宙開発に取り組むことの重要性が冒頭で謳われています。 

九州地域では、九州大学発ベンチャーの QPS 研究所が小型衛星の打上げを 
連続して成功させ、また、福岡県と大分県が「宇宙ビジネス創出推進自治体」に
選出されるなど、宇宙開発の取組への機運と期待が大きく高まってきています。 

一方、特に商業ベースにおいて、国産の人工衛星が他国の打上げサービスを 
利用する状況が散見されるなか、自国第一主義による不安定な国際情勢や国家
間の防疫体制の壁による人やモノの移動抑制によって、より負担が少なく、安心
安全に打上げができる国内での打上げへのニーズが高まりつつあります。 

また、活況な人工衛星の開発に伴い、打上げを担う国産ロケットの開発促進が
期待されていますが、開発が進み規模が拡がるにつれ、燃焼実験や打上げ実験等
での施設や場所が限られてくることから、本格的かつ実践的な実験フィールド
を提供し、ロケット開発の人材育成機能を担う拠点が求められています。 

九州経済連合会を事務局とし、九州地域の産学官連携による宇宙開発活動を
推進する「九州航空宇宙開発推進協議会」では、産学官の有識者による「オール
九州による宇宙開発促進に向けた既存射場の活用研究会（略称 内之浦射場活用
研究会）」を立ち上げ、九州地域の宇宙資源である既存射場、特に現状は打上数
が少なく、より活用の余地が見込まれる「内之浦射場（内之浦宇宙空間観測所）」
の効果的な活用に向けた取組を協議し、オール九州での自立的な取組に必要な
国の支援を本紙「要望書」及び別紙「要望詳細」に取りまとめたところです。 

日本初の人工衛星「おおすみ」を打上げるなど、我が国の宇宙開発の歴史と 
ともに、今後も重要な役割を担い続ける内之浦宇宙空間観測所の効果的な活用
を進めることは、宇宙輸送システムの自立性の強化、次世代の宇宙人材育成など、
宇宙基本計画の目標達成に導くものであり、また、九州地域ひいては我が国の     
宇宙開発促進に大きく寄与するものであることから、本要望の実現を強く求め
るとともに、実現に向けた協議を国とともに進めていくことを要望します。 



内之浦射場（内之浦宇宙空間観測所）の効果的な活用を進め、九州地域における
宇宙開発の取組を促進するため、以下のとおり要望します。 
 

１ 内之浦宇宙空間観測所における「ロケットの打上げ促進」 

活況な人工衛星の開発に伴う国産ロケットの打上げニーズに対応するため、 
イプシロンロケット及び SS-520 等の小型ロケットの打上げ回数を増やすと 
ともに、内之浦射場での⺠間ロケットの打上げを実現することを要望します。 

1.1 打上げ促進に向けた「設備の更新、新設・拡張」 

    国内の宇宙輸送システムの自立性及び国際競争力を強化するため、 
内之浦宇宙空間観測所の「設備を更新」し、喫緊の課題である老朽化対策
を早急に進めるとともに、拡大する打上げニーズに対応する「設備の  
新設・拡張」を進めることを要望します。 

1.2 内之浦宇宙空間観測所の利用を支える「周辺環境の整備」 

    拡大する打上げニーズに対応するため、射場設備の高機能化と併せて、
ロケット運搬に使用する周辺道路や港など、内之浦宇宙空間観測所の 
利用を支える「周辺環境の整備」を進めることを要望します。 

 
２ 内之浦宇宙空間観測所の「⺠間利用の促進」 

内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用の規程や利用希望者を支援する体制を    
整備することで、内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用を促すとともに、⺠間利用
を契機として、宇宙開発への投資を促すことを要望します。 

2.1 内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用を促す「規程及び体制の整備」 

    内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用の「規程を整備」し、⺠間による施設
の利用方法を明確化することを要望します。また、⺠間利用の「担当窓口
を設置」し、相談から利用までをワンストップで手続きするとともに、 
利用希望者を伴走型で支援する⺠間利用の「担当者の配置」を要望します。 



 
 
 

2.2 ⺠間投資を促す「規制緩和」や「税制上の優遇措置」 

    内之浦宇宙空間観測所を利用した宇宙開発の活動、活動に必要な施設
の設置等に対して、「規制緩和」や「税制上の優遇措置」を設け、内之浦
宇宙空間観測所の利用を契機とする「⺠間投資」を促すことを要望します。 

 
３ 内之浦宇宙空間観測所を活用した「次世代人材の育成」 

宇宙活動を支える人材基盤の強化に向けて、アジアの玄関口である九州地域
において、内之浦宇宙空間観測所を核に宇宙分野の実践的で高度な教育環境を
提供することで、国内外の次世代人材に加えて、宇宙分野を応用し異分野で 
活躍する人材など、多様な次世代人材を育成することを要望します。 

3.1 「次世代人材の育成に向けた活動」への支援 

    内之浦宇宙空間観測所を核とする内之浦地域での次世代人材の育成に
向けた活動に対し、JAXA の人材育成ノウハウの指導や職員の講師派遣、 
JAXA や国による活動の認定、活動の周知を行うなど「活動の自立化に      
向けた国や JAXA の支援」を要望します。 

3.2 高度な教育環境を提供する「施設の整備」 

    人材育成拠点として、内之浦宇宙空間観測所の設備や宇宙科学資料館
を効果的に活用しながら、研修施設や実験フィールド、体験学習施設など
高度な教育環境を提供する「施設の整備」を行うことを要望します。 

 
４ 本要望の実現に向けた協議への「国の参画」 

国の関係省庁職員の参画のもと、本要望の実現に向けた協議を進めることを
要望します。 

以 上 
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九州地域における宇宙開発促進に関する要望詳細 

内之浦射場活用研究会 
 

本「要望詳細」は、「九州地域における宇宙開発促進に関する要望書」の別紙
として、要望書に記載した各要望の詳細を記載しています。 
「要望書」及び「要望詳細」においては、九州航空宇宙開発推進協議会内に    
設立した産学官の有識者による「内之浦射場活用研究会」での協議とともに、
内之浦宇宙空間観測所や周辺環境の「現状調査」、射場設備等の利用希望者への
「ヒアリング調査」、宇宙関連企業や大学への「アンケート調査（詳細下記）」
等を実施し、その協議内容と調査結果に基づき、「内之浦射場（内之浦宇宙空間
観測所）」の効果的な活用に向けた「オール九州」での自立的な取組において、
必要な国の支援を本紙「要望書」及び別紙「要望詳細」に取りまとめています。 

＜宇宙関連企業や大学へのアンケート調査について＞ 

宇宙関連企業や大学の「宇宙開発に向けた取組の状況」や「今後の意向」を把握する

とともに、内之浦宇宙空間観測所の「設備利用ニーズ」、宇宙分野の人材育成機能を    

担う拠点としての「内之浦宇宙空間観測所及び内之浦地域の魅力」等を把握するため    

下記の内容で「宇宙関連企業や大学へのアンケート調査」を実施しました。 

記 

 【回答期間】 約１か月（2020 年 10 月 26 日 〜 11 月 30 日） 

 【調査方法】 特設サイトによるインターネットアンケート 

（及び電話による回答督促） 

 【設問項目】 問：宇宙開発の取組状況、問：宇宙開発の意向、問：今後の取組計画 
        問：内之浦宇宙空間観測所等の利用意向、問：設備の利用内容 

問：人材育成拠点としての内之浦地域の魅力 等 

  【回答数】 宇宙関連企業：56 社、大学（学科、研究室）：46 先 

以 上 



- 2 - 
 

「九州地域における宇宙開発促進に関する要望書」の詳細を以下に記載します。 

 

要望書 1.1 打上げ促進に向けた「設備の更新、新設・拡張」 

国内の宇宙輸送システムの自立性及び国際競争力を強化するため、内之浦

宇宙空間観測所の「設備を更新」し、喫緊の課題である老朽化対策を早急に

進めるとともに、拡大する打上げニーズに対応する「設備の新設・拡張」を

進めることを要望します。 

 

要望背景 1.1 要望の背景 

要望背景 1.1.1 内之浦宇宙空間観測所の「老朽化対策」 

国の「宇宙基本計画工程表（2020.12.15 宇宙開発戦略本部決定、以降同様）」では、

「18．宇宙輸送システムの開発・運用」において、「基幹ロケットの射場及び試験設備

の適切な維持・管理に向けた老朽化対策等の必要な措置の実施」が明記されています。 

イプシロンロケットの主な組立整備作業場所は、内之浦宇宙空間観測所（⻑坪地区）

の M 台地にあります「Ｍ組立室」及び「Ｍ整備塔」に集約されていますが、いずれの

施設も昭和 50 年代に整備されており、すでに 50 年以上が経過しています。大きな     

改修を行わず、補修整備を進めながら何とか運用されてきているものの、機能は総じて     

古く、全体的に老朽化が著しく進行している状況にあります。 

実際に、雨漏り等、ロケットや衛星整備に支障を来しかねない事象も発生しており、

喫緊の課題として認識しています。 

また、Ｍ型ロケット発射装置（ランチャ）や地上局設備、SS-520 等の小型ロケットの

関連施設（設備）等も同様に老朽化が著しく、拡大する打上げニーズへの対応も含め、

漸次的な補修整備で対応するのみではなく、内之浦宇宙空間観測所の抜本的な対応  

として、老朽化対策を進めることが求められます。  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望背景 1.1.2 拡大する打上げニーズに対応する「設備の新設・拡張」 

国の「宇宙基本計画工程表」では、前述の老朽化対策に加えて「ロケット打上げに  

係る国際的な市場環境を踏まえ、基幹ロケットの国際競争力の維持・強化に向けて、    

必要な取組を検討・推進する」ことが明記されています。 

今後、拡大する打上げニーズについては、国際金融グループのモルガン・スタンレー

の調査※において、世界の宇宙産業の市場規模が 2019 年の 40.3 兆円から 2040 年には

110 兆円にまで成⻑すると予測されており、また、我が国においても、国が策定した    

「宇宙産業ビジョン 2030（2017.5.29 宇宙政策委員会）」において、2030 年代前半を    

目途に、国内の宇宙産業の市場規模を 2.4 兆円に倍増することを目標としています。 
 ※モルガン・スタンレー「A New Space Economy on the Edge of Liftoff（2019.7）」 

内之浦宇宙空間観測所がある「鹿児島県肝付町」では、宇宙産業の市場規模の拡大を

見据え、2015 年の「スペースサイエンスタウン構想」の策定に続き、2019 年には    

産学官連携による具体的な活動を明記した「宇宙開発アクションプラン」を策定し、    

活動のなかで「オール九州」による取組が始まり、本要望の提案につながっています。

また、現在は、本要望書を反映した次期プラン「宇宙乃浦創生アクションプラン 2021」

を策定し、今までの活動をより発展的に展開しています。 

地元も含め、宇宙開発への機運が高まるなか、拡大する打上げニーズに対応するため

にも、内之浦宇宙空間観測所の老朽化対策に併せて、ニーズを取り込むために必要な 

「設備の新設・拡張」を実施することが求められます。また新設・拡張する場合は、   

種子島等に分散している製造場所の集約等も考慮することにより、我が国の宇宙輸送 

システムの効率化及び国際競争力の強化に寄与するものと考えます。  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望背景 1.1.3 世界の衛星産業市場規模の推移 

世界の衛星
．．

産業市場規模の推移をみると、2019 年が前年から横ばいであったことを

除き、年々増加傾向にあり、2008 年の 1,444 億ドルから 2019 年には 2,707 億ドルと 

市場規模が 2 倍近くにまで増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 世界の衛星産業市場規模の推移（分野別） 
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出典︓内閣府宇宙開発戦略推進事務局「宇宙ビジネスの拡⼤に向けた内閣府の取組」（2020.11.20） 
   Satellite Industry Association「State of the Satellite Industry Report2020」以降同様 
 

図表 世界の衛星産業（分野別）の売上高（2019 年） 
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要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望背景 1.1.4 国内の市場規模の将来目標（宇宙産業ビジョン 2030） 

我が国の宇宙産業の市場規模においては、国が策定した「宇宙産業ビジョン 2030」

で 2030 年代前半を目途に、国内の宇宙産業の市場規模を 2.4 兆円に倍増することを   

目標としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 宇宙産業の市場規模の将来目標（宇宙産業ビジョン 2030） 

出典︓宇宙政策委員会「宇宙産業ビジョン 2030」（2017.5.29） 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望背景 1.1.5 鹿児島県肝付町「宇宙乃浦創生アクションプラン 2021」 

内之浦宇宙空間観測所がある「鹿児島県肝付町」では、宇宙産業の市場規模の拡大を

見据え、2019 年に産学官連携による具体的な活動を明記した「宇宙開発アクション       

プラン」を策定し、プランに基づく活動のなかで「オール九州」による取組が始まり、

国への「本要望書」の提出につながっています。 

また、現在は、本要望書を反映した次期プラン「宇宙乃浦創生アクションプラン 2021」

を策定し、内之浦地域での「宇宙人材育成高度プログラムの開講（要望詳細 3.1.1）」に

向けた自立的な活動や地元での受入体制の構築など、今までの活動をより発展的に展開

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 鹿児島県肝付町「宇宙乃浦創生アクションプラン 2021（2021 年 3 月策定）」 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望詳細 1.1 要望内容の詳細 

 要望 内之浦宇宙空間観測所の「設備の更新」 

内之浦宇宙空間観測所の老朽化対策に向けた「設備の更新」について、以下の内容

を要望します。 

要望詳細 1.1.1 Ｍ組立室 

＜建屋本体及び関連設備の更新＞ 

・建屋本体及び関連設備は老朽化が著しいことから「建屋本体及び関連設備の更新」を

要望します。 

＜衛星整備専用の建屋の確保＞ ※建屋更新に併せた要望 

・更新する場合には、情報セキュリティの観点、並びに危険作業の並行実施による  

ロケット及び衛星整備期間の短縮の観点から、現在の「ロケット整備エリア」と  

「衛星整備エリア」の共存の解消及び「衛星整備専用の建屋の確保」を要望します。 

＜空調系統の分割＞ ※建屋更新に併せた要望 

・更新する場合には、運用性向上を目的とした、現在のＭ組立室全体の空調系統を分割

する等の対策を要望します。 

要望詳細 1.1.2 Ｍ整備塔 

＜建屋本体及び関連設備の更新＞ 

・建屋本体及び関連設備は老朽化が著しいことから「建屋本体及び関連設備の更新」を

要望します。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望詳細 1.1.3 Ｍ型ロケット発射装置（ランチャ） 

＜ランチャの更新＞ 

・ロケット格納状態から打上げ時には、ランチャの旋回及び俯仰動作を行いますが、 

老朽化が原因で打上げに支障を来しかねない事例も生じていることから、「Ｍ型  

ロケット発射装置の更新」を要望します。 

要望詳細 1.1.4 SS-520 等の小型ロケット用の施設 

＜建屋及び関連設備の更新＞ 

・内之浦宇宙空間観測所の KS 台地は、SS-520 等の小型ロケットの運用を行う施設が

整備されていますが、観測所開設当初からの建屋をはじめ、全般的に老朽化が著しい

ことから「建屋及び関連設備の更新」を要望します。 

＜ロケット組立室の設備の拡充＞ ※建屋更新に併せた要望 

・ロケット組立室は、クレーン等の運搬設備、燃料の調温設備（恒温室）が必要です。

現在、組立室のキャパシティは、これらの設備を用いてロケット 1 機分の整備が限界

であり、打上げの高頻度化には設備面で対応できません。老朽化が進む建屋の更新に

併せて、小型ロケットの「打上げの高頻度化に必要な設備の拡充」を要望します。 

＜発射装置（ランチャ）の保護機能の強化＞ 

・小型ロケットに使用する発射装置（ランチャ）は、現状、幌をかけて雨風を凌いで   

いますが、昨今の異常気象による台風等の強風が、幌の強度を上回る突風をもたらす

など、整備保守に大きな影響を与えています。老朽化対策に併せて「ランチャの保護

機能の強化」を要望します。  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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＜小型ロケット用の施設の高機能化＞ ※建屋及び設備更新に併せた要望 

・小型ロケットの打上げにおいては、現状、組立整備の建屋から発射装置への移動が 

屋外のため、気象条件の影響を受けており、小型ロケットの特徴である組立整備から

発射のリードタイムが短い、いわゆる「即応性」の追求が困難となっています。 

・そのため、ロケットの組立整備が地下で実施され、整備後は地上に出ることなく  

（気象条件に影響されず）発射装置に搭載する工程を実現する「施設の高機能化」を

要望します。 

・また、本要望の「施設の高機能化」は、前述（8 頁）の「建屋及び関連設備の更新」、

「ロケット組立室の設備の拡充」、「発射装置（ランチャ）の保護機能の強化」の要望

（課題解決）も併せて実現するものと考えます。 

＜発射ドームの解体撤去＞ 

・KS 台地の発射ドームは、かつては運用の利便性を向上させる設備でありましたが、

老朽化が進んだ結果、運用が困難となり、現在は使用されておりません。 

また、ドームが宮原地区のテレメーター基地局と KS 台地の発射装置との間を遮り、

電波による通信の妨げとなって、打上げ前試験等の整備中の作業に悪影響を及ぼして

いることからも「発射ドームの解体撤去」を実施することを要望します。 

要望詳細 1.1.5 内之浦宇宙空間観測所の電源設備 

＜電源設備の更新＞ 

・内之浦宇宙空間観測所では、外部からの商用電源を各設備エリアに配分しており、 

基幹のラインは、部分的に補修整備を実施しているものの、時折、老朽化等による  

停電が発生しています。打上げシステム全体の信頼性を確保するためにも、    

「電源設備の全面的な更新」を要望します。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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 要望 内之浦宇宙空間観測所の「設備の新設・拡張」 

拡大する打上げニーズの対応に向けた内之浦宇宙空間観測所の「設備の新設・拡張」

について、以下の内容を要望します。 

要望詳細 1.1.6 燃料充填施設 

＜燃料充填施設の新設＞ 

・イプシロンロケットの燃料充填については、種子島等に分散している製造設備を  

内之浦宇宙空間観測所に集約することにより、輸送時における「内之浦漁港（要望  

詳細 1.2.4）」や「道路（要望詳細 1.2.3）」の制約を解消できると考えます。これに   

より、内之浦宇宙空間観測所の運用性が向上し、国際競争力も強化されることから、

内之浦宇宙空間観測所に「燃料充填施設の新設」を要望します。 

要望詳細 1.1.7 Ｍ組立室 

＜ピット※の新設＞ ※窪地型の整備所 

・イプシロンロケットの第 1 段モータとノズルの結合は、種子島宇宙センターで実施 

していますが、Ｍ組立室内にモータ整備エリアとしての「縦穴ピットの新設」を要望

します。これにより、「モータの製造(要望詳細 1.1.6)」から「保管（要望詳細 1.1.9）」、

整備までの工程が集約され、我が国の宇宙輸送システムの効率化及び国際競争力の 

強化に寄与するものと考えます。 

要望詳細 1.1.8 飛行安全管制設備 

＜飛行安全管制設備の整備＞ 

・現状、イプシロンロケットの飛行安全管制は、種子島宇宙センターで実施しており、

Ｈ-ⅡＡ/Ｈ3 の打上げと共用していることから、我が国の宇宙輸送システムの効率化

及び国際競争力の強化を目的として、内之浦宇宙空間観測所に「飛行安全管制のため

の地上局や設備の整備」を要望します。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望詳細 1.1.9 推進薬貯蔵庫 

＜推進薬貯蔵庫の拡張もしくは別の場所への新設（再建）＞ 

・「モータの製造場所の集約(要望詳細 1.1.6)」により、推進薬貯蔵庫に複数のロケット

モータが保管されることが考えられることから、「推進薬貯蔵庫の拡張もしくは別の

場所への再建」を要望します。 

要望詳細 1.1.10 衛星追跡管制建屋 

＜衛星追跡管制建屋の新設＞ 

・イプシロン管制センター（ECC）及びイプシロン支援センター（ESC）の近隣等に  

「衛星管制室及び関係者控室を併設した専用建屋を新設」することを要望します。 

専用建屋の新設により、打上げ時の「現地来場者の増加」や「執務環境の充実」など

の顧客ニーズに対応することが可能となり、内之浦射場の魅力向上及び国際競争力の

強化に寄与するものと考えます。 

要望詳細 1.1.11 VIP 用控室及び観望エリア 

＜VIP 用控室及び観望エリアの新設＞ 

・打上げ当日等の政府及び JAXA 関係者、衛星顧客の VIP 等の利便性を考慮し、    

打上げ時の警戒区域外に「VIP 用の控室や打上げ観望エリア（観望台）を新設」する

ことを要望します。 

VIP 用控室や観望エリアの整備により、内之浦射場の魅力向上及び国際競争力の強化

に寄与するものと考えます。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望詳細 1.1.12 プレスセンター及び宇宙科学資料館 

＜プレスセンター及び宇宙科学資料館の新設（再建）＞ 

・現状の「プレスセンター」及び「宇宙科学資料館」は老朽化が著しく、施設が     

打上げ時の警戒区域内にあるため、打上げ時の利便性を考慮し、「プレスセンター  

及び宇宙科学資料館を警戒区域外へ新設（再建）」することを要望します。 

特に、宇宙科学資料館については、後述（28 頁）の「高度な教育環境を提供する施設

の整備（要望書 3.2、要望詳細 3.2.1）」にもつながることから、宇宙科学の教育施設

や観光施設等としての機能だけでなく、宇宙人材の育成機能を拡張した施設への新設

（再建）を要望します。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望書 1.2 内之浦宇宙空間観測所の利用を支える「周辺環境の整備」 

拡大する打上げニーズに対応するため、射場設備の高機能化と併せて、  

ロケット運搬に使用する周辺道路や港など、内之浦宇宙空間観測所の利用を

支える「周辺環境の整備」を進めることを要望します。 

 

要望背景 1.2 要望の背景 

国の「宇宙基本計画工程表」では、「18．宇宙輸送システムの開発・運用」において

「基幹ロケットの射場及び試験設備の適切な維持・管理に向けた老朽化対策等の必要な

措置の実施」が明記されています。 

イプシロンロケットの第１段ロケットは、種子島宇宙センターにおいて燃料を充填し、

海上輸送により内之浦漁港に運搬されます。輸送時の第１段ロケットの総重量は、専用

コンテナを含め約 100 トンに達するとともに、火薬類を運搬することから海上輸送は

「専用船舶」、陸上も同様に「専用運搬具」が必要となります。 

第 1 段ロケットが着港する「内之浦漁港」は、大型貨物輸送を想定した漁港となって

いないため、ロケットの陸揚げ時には様々な制約が伴います。陸揚げ後、ロケットは  

射場に向けて輸送されます。現状、搬送路の一部はロケット運搬に対して道幅が狭く、    

勾配の大きい国道を利用しなければならない状況です。 

また、打上げ時においては、内之浦地域の基幹道路である「国道 448 号」が警戒区域

内となるため、道路が通行⽌めとなり、住⺠の生活に少なからず影響を与えています。 

今後、拡大する打上げニーズに対応するためにも、老朽化対策等の設備の更新、新設・

拡張だけでなく、内之浦宇宙空間観測所の利用を支える「周辺環境の整備」を実施する

ことが、国際競争力の強化に寄与するものと考えます。  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望詳細 1.2 要望内容の詳細 

要望詳細 1.2.1 国道 448 号 

＜国道 448 号の改良工事及び迂回路の新設＞ 

・内之浦宇宙空間観測所への主要道路である国道 448 号に架けられている廣瀬橋は， 

イプシロンロケットの輸送の際に相当の負荷が掛かるため，輸送のたびに仮補強を 

実施して安全を確保しており，今後のイプシロンロケットの打上げ数の増加のため 

にも，「廣瀬橋の架け替え又は恒久的補強」を要望します。 

・国道 448 号は、台風や大雨による土砂崩れが幾度か発生しています。そのため、土砂

崩れの都度、復旧
．．

工事を実施していますが土砂崩れの発生を事前に防ぐための「防災
．．

工事の実施」を要望します。 

・また、国道 448 号は、住⺠にとっても主要な生活道路である一方、打上げ時は、警戒

区域内として通行⽌めとなり、住⺠の生活に少なからず影響を与えています。その 

ため、将来的には警戒区域外における国道 448 号の「迂回路の新設」を要望します。 

要望詳細 1.2.2 国道 448 号からイプシロン管制センター間の道路 

＜国道 448 号からイプシロン管制センター間の道路の新設＞ 

・国道 448 号からイプシロン管制センター間の道路は狭く、また、国道 448 号からの

進入口が警戒区域内にあるため、打上げ作業の非常事態時に支障を来す可能性があり

ます。スムーズな機材搬入や人員移動のためにも、警戒区域外での「道路の新設」を

要望します。 

要望詳細 1.2.3 内之浦漁港から廣瀬橋間の道路 

＜街中を通過しない迂回路の敷設＞ 

・現状、内之浦漁港から廣瀬橋まで街中を通過して、ロケットを輸送していますが、    

道路が狭く取り回しの負担も大きいため、将来的には「迂回路の敷設」を要望します。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望詳細 1.2.4 内之浦漁港 

＜内之浦漁港の機能拡充＞ 

・内之浦漁港は、大型貨物輸送を想定した漁港ではないため、ロケットの陸揚げには 

諸般の制約が伴います。解消に向けて、潮位影響緩和のための水深増加や陸揚げ設備

の拡充、陸揚げ場所の見直しなど「内之浦漁港の機能拡充」を要望します。 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 

 
 
 

企画調整課 宇宙のまちづくり推進係 
〒893-1207 鹿児島県肝属郡肝付町新富 98 
電話番号：0994-65-8422 
ファックス：0994-65-2587 
メール：space@town.kimotsuki.lg.jp 
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要望書 2.1 内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用を促す「規程及び体制の整備」 

内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用の「規程を整備」し、⺠間による施設の

利用方法を明確化することを要望します。また、⺠間利用の「担当窓口を    

設置」し、相談から利用までをワンストップで手続きするとともに、利用    

希望者を伴⾛型で支援する⺠間利用の「担当者の配置」を要望します。 

 
要望背景 2.1 要望の背景 

要望背景 2.1.1 「宇宙基本計画」の基本的なスタンス 

国の「宇宙基本計画（2020.6.30 閣議決定、以降同様）」では、「３．宇宙政策の推進

に当たっての基本的なスタンス」において「必要な宇宙活動を我が国全体として効果的

かつ効率的に実現していくため、⺠間の活力を最大限活用する」と明記されており、    

また、「人材、資金、知的財産、衛星データ等の有限な資源は可能な限り、効果的・    

効率的に活用し、宇宙政策の成果を最大化する」と明記されています。 

内之浦宇宙空間観測所は、我が国の重要な宇宙資源であるとともに、国⺠の共有財産

でもあります。そのため、現状は打上げ数が少なく、資源として活用余地が見込まれる

内之浦宇宙空間観測所を有効に活用し、宇宙政策の成果を通じて、社会の発展に寄与     

することは、国の責務と言えます。また、内之浦宇宙空間観測所の既存施設だけでなく

ロケット打上げの運用ノウハウ、地域住⺠の理解や地域支援体制など、内之浦で培った

既存の宇宙資源を活用することは、人材や資金を効率的に運用しながら、宇宙政策の     

成果を最大化するものであり、宇宙基本計画のスタンスに適うものです。 

共有財産である内之浦宇宙空間観測所等の宇宙資源を有効活用するためにも、⺠間に

よる施設（資源）の利用を促し、資源をてこ
．．

として⺠間の活力を最大限活用することで、

「宇宙活動を我が国全体として効果的かつ効率的に実現していく」ことが必要です。 

また、現状、技術的だけでなく、心理的にも「ハードルが高い」と感じられている   

内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用に対し、国がルールを明確化するとともに、手続き等

を支援し利用を促すことで、⺠間活力による宇宙活動を推進することが求められます。 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望背景 2.1.2 宇宙機器産業の需要タイプ売上高の構成 

宇宙機器産業の需要タイプ別に売上高構成をみると、日本が「官需」の割合が 91％

と売上の 9 割以上を占めているのに対し、アメリカ合衆国は 41％、ヨーロッパは 44％

と日本に比べ、半分以下の割合となっています。 

一方、「⺠需」の割合をみると、日本の 2％に対し、アメリカ合衆国は 38％、     

ヨーロッパは 36％と 4 割近くを占めており、同 2 地域に比べ、日本は「⺠需」の割合が

非常に低くなっています。 

今後、国内の宇宙産業市場の規模倍増を目標とする「宇宙産業ビジョン 2030」等の

推進に伴い、日本の「⺠需」の割合が増加していくことが想定されます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図表 宇宙機器産業の需要タイプ別売上高の構成 

出典︓（⼀社）⽇本航空宇宙⼯業会「平成 27 年度宇宙産業データブック」 
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要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望背景 2.1.3 アメリカ合衆国における航空宇宙工業の軍需・⺠需別輸出額の推移 

アメリカ合衆国における航空宇宙工業の軍需・⺠需別の輸出額の推移をみると 

1985 年の 18,725 百万ドルから 2016 年には 139,859 百万ドルと約 7 倍にまで増加して

います。特に「⺠需」は 2016 年が 123,660 百万ドルと 1985 年の 12,942 百万ドルから

10 倍近くにまで増加しており、輸出額増加の大きな要因となっています。 

今後、日本においても、世界的な「⺠需」の拡大とともに輸出額の増加につながる  

ことが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 航空宇宙工業の軍・⺠別輸出額の推移（アメリカ） 

出典︓（⼀社）⽇本航空宇宙⼯業会「航空宇宙産業データベース」 
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要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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調査結果 2.1 宇宙関連企業や大学のアンケート※  ※実施内容は「1 頁」に記載。 

設問 ロケットの打上げ場所として、内之浦宇宙空間観測所を利用してみたいか 

今後、「ロケット打上げの予定がある」又は「打上げ実験を行いたい」と回答した   

大学と企業（計 21 団体）に対する設問「ロケットの打上げ場所として、内之浦宇宙   

空間観測所を利用してみたいか」の結果について、「ぜひ利用してみたい」が 61.9％、

「利用してみたいが、不安がある」が 33.3％となっており、合計すると 95.2％と    

9 割以上が「打上げ場所として内之浦宇宙空間観測所を利用したい」と回答しています。

一方、「利用してみたいが、不安がある」の回答について、不安の内容として、「遠い」

など遠隔地である不安とともに、「JAXA 外のロケット開発企業等が利用できるか」、    

「もっとフレキシブルなところでやりたい」、「手続きの煩雑さが懸念される」など、    

施設利用へのハードルの高さを不安視する回答が挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぜひ、利用してみたい

61.9%（Ｎ＝13）

利用してみたいが、

不安がある

33.3%（Ｎ＝7）

利用したいと思わない

4.8%（Ｎ＝1）

Ｎ＝21

設問 打上げ場所として内之浦宇宙空間観測所を利用してみたいか 

【不安：遠隔地である】 

・遠い。 
・遠隔地なので旅費が嵩む。 
・交通費が高額になること。 

【不安：ハードルが高い】 

・JAXA 外のロケット開発企業が 
 利用できるか。 
・もっとフレキシブルなところで 
 やりたい。 
・手続きの煩雑さが懸念される。 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望詳細 2.1 要望内容の詳細 

要望詳細 2.1.1 内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用の「規程」及び「利用料」の制定 

・宇宙関連企業や大学のアンケートのとおり、ロケット打上げの活動を実施している

（又は実施したい）企業や大学の多くが「内之浦宇宙空間観測所を利用したい」と     

回答しており、内之浦宇宙空間観測所の利用ニーズが相当に高いことが伺えます。 

 内之浦宇宙空間観測所の利用ニーズに応えるため、内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用

の「規程」を制定し、⺠間による設備の利用方法を明確化するとともに、併せて、      

設備利用における「利用料」も設定、明確化することを要望します。 

要望詳細 2.1.2 内之浦宇宙空間観測所の⺠間利用を受け付ける「担当窓口」の設置 

・前述のとおり、アンケートでは、内之浦宇宙空間観測所の利用ニーズが相当に高い  

ことが伺えます。一方、「利用してみたいが、不安がある」も多く回答され、不安の

理由として「JAXA 外のロケット開発企業が利用できるか」、「手続きの煩雑さが懸念

される」など、利用における「ハードルの高さ」が挙げられています。 

 内之浦宇宙空間観測所の利用希望の相談を受け付け、不安を解消し、利用に対する     

心理的なハードルを下げるとともに、利用相談、申請から利用までをワンストップで

手続きする「担当窓口の設置」を要望します。 

要望詳細 2.1.3 利用希望者を伴⾛型で支援する⺠間利用促進の「担当者」の配置 

・内之浦宇宙空間観測所の利用においては、所内での規程や施設の利用ルール、設備の

操作方法など、様々な確認を行いながら作業を進めていく必要があり、実際の利用の

際には、JAXA 職員の説明、指導の下に作業を行うこととなります。また、利用前の 

施設の利用計画を策定する上でも、同様に JAXA 職員の指導を受けながら計画を検討

していく必要があります。 

 そのため、内之浦宇宙空間観測所の利用希望者を伴⾛型で支援する⺠間利用促進の 

「担当者」の配置を要望します。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望書 2.2 ⺠間投資を促す「規制緩和」や「税制上の優遇措置」 

内之浦宇宙空間観測所を利用した宇宙開発の活動、活動に必要な施設の 

設置等に対して、「規制緩和」や「税制上の優遇措置」を設け、内之浦宇宙     

空間観測所の利用を契機とする「⺠間投資」を促すことを要望します。 

 

要望背景 2.2 要望の背景 

前述（要望背景 2.1）のとおり、国の「宇宙基本計画」では、「３．宇宙政策の推進に

当たっての基本的なスタンス」において「必要な宇宙活動を我が国全体として効果的    

かつ効率的に実現していくため、⺠間の活力を最大限活用する」と明記されています。

また、国の具体的な施策を可能な限り「宇宙基本計画工程表」において公表し、⺠間に

「投資予見可能性を与え、⺠間の活力を最大限活用する宇宙政策」を進めていくことも

基本的なスタンスとして明記しています。 

宇宙関連企業や大学のアンケート（19 頁）のとおり、ロケット打上げの活動を実施

している（又は実施したい）企業や大学の多くが「内之浦宇宙空間観測所を利用したい」

と回答しており、内之浦宇宙空間観測所の利用ニーズが相当に高いことが伺えます。 

今後、打上げニーズの拡大等に伴い、内之浦宇宙空間観測所を核とした⺠間による  

宇宙開発の活動が進むとともに、活動の本格化に伴い「研究や開発、事業への投資」や

「施設への投資」、「人材への投資」など「⺠間投資」が促されることが期待されます。 

一方、現状では、保安上の理由も含めて、活動に対して様々な規制が適用されている

ことから、ロケットの打上げ促進も含めて、内之浦宇宙空間観測所を利用した宇宙開発

の活動、活動に必要な施設の設置等に対して、「規制緩和」や「税制上の優遇措置」を  

設け、射場設備等の利用を契機とする「⺠間投資」を促すことが求められます。 

 

 

 

 

内之浦宇宙空間観測所 

射場設備等の「⺠間利⽤」を 
契機とする宇宙開発の活動 

規制緩和 
税制上の優遇措置 

⺠間投資の促進 

研究・開発、事業への投資 

事業所・工場等の施設への投資 

人材への投資 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望詳細 2.2 要望内容の詳細 

「規制緩和」及び「税制上の優遇措置」は、以下（要望詳細 2.2.1〜3）を要望します。

併せて、国の参画のもと本要望の実現に向けた協議（要望 4）を進めるなかで、他に     

必要な規制緩和や優遇措置、緩和や措置の具体化を協議していくことを要望します。 

要望詳細 2.2.1 ロケット打上げ飛行に関する規制緩和 

・ロケットの打上げ飛行は、宇宙活動法や同法に基づくガイドライン等に則り実施して

いますが、拡大する打上げニーズに対応し、⺠間も含めて、ロケットが日常的に打ち

上がる環境を構築していくには、打上げ飛行に係る「リスク」と「運用性の向上」と

のバランスを取っていく必要があると考えます。 

 そのため、ロケットの打上げ飛行において、警戒区域の見直しなど規制を緩和し、  

ロケット打上げ数の増加に求められる「射場設備等の運用性の向上」を進めることを

要望します。 

要望詳細 2.2.2 推進薬の製造施設に関する規制緩和 

・ロケットの推進薬の製造において、原料の「混錬工程」と混錬した原料を型に流す 

「成型工程」は、火薬類の製造に係る法律の規制から、同じ工室で実施できないこと

となっており、製造効率が向上せず、結果として、ロケットのコスト高につながって

います。そのため、研究により連続工程（量産）の実現性が高まっても、規制の     

壁から技術革新の実現が難しい状況にあります。 

宇宙開発へ新たな事業展開を目指す⺠間企業等が世界に先駆けて画期的な推進薬の

製造工場を実現し、推進薬の量産化によるロケットの打上げコスト軽減、国際競争力

の強化に導くためにも「火薬類の法令に係る規制緩和」を要望します。 

要望詳細 2.2.3 海外の人工衛星を日本で打上げる際の輸入消費税の免除 

・日本の衛星打上輸送サービス事業者が海外で製造された衛星を打上げる際は、海外 

から日本国内に搬送された段階で衛星に対して輸入消費税が課されます。還付措置は

ありますが、事業者の資金負担は重く、他国に比べ不利なビジネス環境にあります。

そのため、海外の人工衛星を日本で打上げる際の「輸入消費税の免除」を要望します。 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望書 3.1 「次世代人材の育成に向けた活動」への支援 

内之浦宇宙空間観測所を核とする内之浦地域での次世代人材の育成に  

向けた活動に対し、JAXA の人材育成ノウハウの指導や職員の講師派遣、      

JAXA や国による活動の認定、活動の周知を行うなど「活動の自立化に向けた

国や JAXA の支援」を要望します。 

 

要望背景 3.1 要望の背景 

要望背景 3.1.1 実践的な教育機会の必要性 

宇宙基本計画では、「我が国の宇宙活動を支える総合的基盤の強化」を目標に掲げて

おり、特に推進を図る項目の 1 つとして「技術の継承・発展を担う人材の育成」が挙げ

られています。一方、内之浦宇宙空間観測所も含め、基幹ロケットや観測ロケットの    

打上数が減少し、打上げを通じて実践的に技術を学ぶ機会が少なくなってきていること

が懸念されています。 

また、活況な人工衛星の開発に伴い、打上げを担う国産ロケットの開発促進が期待 

されていますが、ロケット開発研究が進み実験規模が拡がるにつれ、燃焼実験や打上げ

実験等での施設や場所が限られてくることから、本格的かつ実践的な実験フィールドを

提供し、ロケット開発の人材育成機能を担う拠点が求められています。 

要望背景 3.1.2 次世代人材育成への期待 

宇宙基本計画の目標では、推進項目として「非宇宙分野との交流を含む人材流動化」

が挙げられています。アジアの玄関口である九州地域において、内之浦宇宙空間観測所

を核に実践的で高度な教育環境を提供することで、アジア諸国など国内外の人材育成に

寄与するとともに、国際宇宙協力の推進につながることが期待されます。 

また、自動車部品や半導体など製造業が盛んな九州地域においては、宇宙技術を  

応用し異分野で活躍する人材など多様な次世代人材を育成することで、宇宙産業だけで

なく、技術の高度化など他の産業の発展にも寄与することが期待されます。 

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望背景 3.1.3 宇宙関連事業の生産（売上）高と従業員数の推移 

（１）宇宙関連事業の生産（売上）高と従業員数の推移 

   国内の宇宙関連事業の生産（売上）高は、2004 年度の 2,189 億円から増加傾向に  

あり、2016 年度には 3,270 億円と 2004 年度と比べ、約 1.5 倍に増加しています。 

いずれの年度も「飛翔体」の生産（売上）高が最も高く、2016 年度は 2,627 億円と 

総額の約 8 割を占めています。飛翔体の生産（売上）高も 2004 年度の 1,685 億円から

増加傾向となっており、2016 年度は 2004 年度の約 1.6 倍に増加しています。 

従業員数は、2004 年度の 6,378 人から 2007 年度は 6,248 人に減少していますが、 

生産（売上）高と同様に増加傾向にあり、2016 年度は 8,980 人と 2004 年度と比べ、     

約 1.4 倍に増加しています。今後も、世界的な宇宙産業の市場規模拡大に伴い、日本      

国内の生産（売上）高及び従業員数の増加が期待されますが、特に、生産（売上）高の

多くの割合を占める飛翔体の従業員数の増加（需要）が想定されます。 
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図表 国内宇宙関連事業の生産（売上）高と従業員数の推移 

出典︓（⼀社）⽇本航空宇宙⼯業会「航空宇宙産業データベース」 
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非常に魅力を感じる

16.1%（Ｎ＝9）

魅力を感じる

41.1%（Ｎ＝23）

あまり魅力を感じない

23.2%（Ｎ＝13）

全く魅力を感じない

19.6%（Ｎ＝11）

Ｎ＝56

合計：57.1％ 

（Ｎ＝32） 

非常に魅力を感じる

32.6%（Ｎ＝15）

魅力を感じる

54.3%（Ｎ＝25）

あまり魅力を感じない

13.0%（Ｎ＝6）

Ｎ＝46

合計：87.0％ 

（Ｎ＝40） 

調査結果 3.1 宇宙関連企業や大学のアンケート※  ※実施内容は「1 頁」に記載。 

設問 宇宙人材の育成拠点として、内之浦地域に魅力を感じるか 

設問「宇宙人材の育成拠点として、内之浦宇宙空間観測所など内之浦地域に魅力を    

感じますか」に対して、企業の回答においては、「非常に魅力を感じる」が 16.1％、    

「魅力を感じる」が 41.1％となっており、宇宙人材の育成拠点として「内之浦地域に    

魅力を感じる」と回答した合計は「57.1％」と過半数を超えています。 

また、大学の回答においても、「非常に魅力を感じる」が 32.6％、「魅力を感じる」  

が 54.3％となっており、「内之浦地域に魅力を感じる」と回答した合計は「87.0％」と    

非常に高い数値となっています。 

【企業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大学】 
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35.7%（Ｎ＝20）

37.5%（Ｎ＝21）

39.3%（Ｎ＝22）

50.0%（Ｎ＝28）

57.1%（Ｎ＝32）

0% 50% 100%

①ロケット射場を活用した実地研修

⑧受講者間での交流（人脈づくり）

④内之浦宇宙空間観測所に来訪する様々な

研究者による講義

⑤④の研究者との交流（人脈づくり）

⑥宇宙関連企業による講義

Ｎ＝56

設問 内之浦地域での人材育成に魅力を感じる点 

設問「内之浦地域での人材育成に魅力を感じる点」に対し、企業の回答においては、

「宇宙関連企業による講義」が 57.1％と最も多く、次いで「内之浦宇宙空間観測所に    

来訪する研究者との交流」が 50.0％と多くなっています。 

大学の回答においては「内之浦宇宙空間観測所に来訪する様々な研究者による講義」

が 78.3％と最も多く、次いで「ロケット射場を活用した実地研修」が 73.9％と多く   

なっています。 

【企業】 ※上位 5 回答（全 10 項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大学】 ※上位５回答（全 10 項目） 
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要望詳細 3.1 要望内容の詳細 

要望詳細 3.1.1 JAXA や国の支援による「宇宙人材育成高度プログラムの開講」 

・九州航空宇宙開発推進協議会（内之浦射場活用研究会）では、「国際宇宙大学（ISU）」

の活動を参考として、内之浦宇宙空間観測所と連携した内之浦地域での「宇宙人材     

育成高度プログラム」の開講の可能性を協議しております。 

開講においては、地元を中心とした実施体制、受入環境の整備を進めていく一方で、

講師の確保やカリキュラムの設定、プログラムの周知・募集等において、その活動を

「認定」し、JAXA の人材育成のノウハウを活用するなど、国や JAXA による支援が

必要となります。 

そのため、内之浦地域での「宇宙人材育成高度プログラム」の開講やその活動を国や

JAXA が支援することで、試験開講から段階的に拡充、恒常化し、宇宙空間観測所と

連携した「内之浦地域の人材育成拠点の機能を高めていく」ことを要望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内之浦地域 
「宇宙人材の育成拠点」 へ 

宇宙人材育成⾼度プログラム 

JAXA 

国 

関係省庁 

開講支援   内之浦地域（地元体制） 

 連携 

内之浦宇宙空間観測所 

国や JAXA の「認定」 
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要望書 3.2 高度な教育環境を提供する「施設の整備」 

人材育成の拠点として、内之浦宇宙空間観測所の設備や宇宙科学資料館を

効果的に活用しながら、研修施設や実験フィールド、体験学習施設など高度

な教育環境を提供する「施設の整備」を行うことを要望します。 

 

要望背景 3.2 要望の背景 

内之浦地域においては、内之浦宇宙空間観測所をはじめに、小型ロケット打上げ実験

が行われる「辺塚海岸」や地元での整備が検討されている「燃焼実験施設」、なにより     

宇宙人材育成拠点に向けた活動を進める地元の体制、機運の盛り上がりなど、宇宙人材

育成の実践的な教育を提供する基礎的な環境が整いつつあります。 

一方、宇宙人材育成において活用が期待される「宇宙科学資料館」は老朽化が進んで

おり、2019 年度には「宇宙ミュージアム建設準備促進委員会」が開催され、「施設再建

（宇宙ミュージアムの新設）」を結論とする答申書が肝付町⻑に提出されています。 

また、今後の「宇宙人材育成高度プログラムの開講（要望詳細 3.1.1）」に必要な研修

施設等の受入施設も十分ではなく、特に、宿泊施設の不足は明らかであり、地元の活動

を進める上で足かせ
．．．

となっています。 

内之浦地域には、過去には多くの宇宙関係者や打上げの観覧者が宿泊した町所有の 

宿泊施設「コスモピア内之浦（休館中）」など、再活用が期待される既存施設が残されて

います。そのため、宇宙科学資料館も含め、国の支援の下、既存の施設を活用し、     

効率的かつ効果的に、内之浦地域での宇宙人材の育成に向けた実践的な教育環境を整備

していくことで、宇宙基本計画の目標である「我が国の宇宙活動を支える総合的基盤の

強化」の実現に寄与するものと考えます。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望詳細 3.2 要望内容の詳細 

内之浦宇宙空間観測所がある鹿児島県肝付町では、前述（６頁）のとおり、次期行動

計画「宇宙乃浦創生アクションプラン 2021」を策定し、様々な団体と連携しながら、

内之浦地域での「宇宙人材育成高度プログラムの開講（要望詳細 3.1.1）」等に向けた     

自立的な活動や受入体制の構築など、今までの活動をより発展的に展開しています。 

前述（27 頁）の「国や JAXA の支援（要望書 3.1）」に加えて、以下の「施設の整備」

を実施していくことで、活動の展開に必要な「高度な教育環境」を提供し、地元を中心

とする自立的な活動を支援することを要望します。 

要望詳細 3.2.1 宇宙科学資料館の再建（宇宙ミュージアムの新設） 

・宇宙人材育成において活用が期待される「宇宙科学資料館」は老朽化が著しく、  

2019 年度には「宇宙ミュージアム建設準備促進委員会」が開催され、「施設再建    

（宇宙ミュージアムの新設）」を結論とする答申書が肝付町⻑に提出されています。 

委員会では、耐震上の理由等から「改築」が技術的に難しいことが報告されており、

「新設（再建）」が答申されていることからも「宇宙科学資料館の新設（再建）」を    

要望します。併せて、既存施設の「コスモピア内之浦を活用（要望詳細 3.2.3）」し、

研修施設等の他に必要な施設も含めて整備し、複合化及び多機能化を進めることで、

効率的かつ効果的に施設整備を行うことを要望します。 

要望詳細 3.2.2 研修施設の新設 

・現状、今後の「宇宙人材育成高度プログラムの開講（要望詳細 3.1.1）」に必要な研修

施設（設備）が十分ではなく、地元の活動を進める上で足かせ
．．．

となっています。 

 そのため、国の支援により、プログラムを受講する「講義室」や「学習室」など    

「研修施設（設備）を新設」することを要望します。また、併せて、既存施設である

「コスモピア内之浦を活用（要望詳細 3.2.3）」し、他に必要な施設（設備）も含めて

整備し、複合化及び多機能化を進めることで、効率的かつ効果的に施設整備を行う    

ことを要望します。 

  

要望書詳細を閲覧したい方は、 
下記にお問い合わせください。 
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要望詳細 3.2.3 既存の宿泊施設「コスモピア内之浦」の活用 

・旧国⺠宿舎である肝付町所有の宿泊施設「コスモピア内之浦」は、過去には多くの  

宇宙関係者や打上げの観覧者が宿泊していましたが、コロナ禍の影響もあり、現在は

休館しています。「宇宙人材育成高度プログラムの開講（要望詳細 3.1.1）」など、      

地元の活動を発展的に進めるなかで、宿泊施設の不足が足かせとなっています。 

そのため、国の支援により「コスモピア内之浦」を活用し、宿泊施設（設備）を     

整備するとともに、他に必要な施設（設備）も含めて、施設の複合化及び多機能化を

進めることで、効率的かつ効果的に施設整備を行うことを要望します。 

要望詳細 3.2.4 燃焼実験施設の新設 

・鹿児島大学では、2018 年に小型ハイブリットロケットエンジンの地上燃焼実験を  

内之浦宇宙空間観測所内（KS 台地発射ドーム等）で実施しています。宇宙関連企業

や大学へのアンケート、ヒアリングにおいても、活況な人工衛星の開発に伴い、国産

ロケットの開発促進が期待されていますが、ロケット開発が進み、実験規模が拡がる

につれ、燃焼実験施設や場所が限られてくることから、本格的かつ実践的な燃焼実験

を実施できるフィールドが強く求められています。 

 そのため、内之浦地域内における「燃焼実験施設の新設」を要望します。 

 
以 上 
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